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こんなお悩みありませんか？
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分析の軸がわからない



見たい軸でデータが見れない
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分析・集計のメリット



適正在庫の把握



発注漏れの防止



販促計画が立てやすくなる



3 つのサンプルを元に説明

● 7 日・30 日の平均売上を集計

● 店舗別の売上を集計

● 店舗別・ブランド別の売上を集計

※サンプルの Google スプレッドシートは明日以降にメールでお送りします。
※内容についてのサポート、責任については当社では負いかねます。

https://docs.google.com/spreadsheets/d/10bzoH9P6gwYq5DjYyzVeoUT3K_pg3_4v9Dcuqb_3b8I/copy
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1G9Z7PXi9ElxlKdZlpNaxmr_1dDS06T-K9ZW0v1I0Iww/copy
https://docs.google.com/spreadsheets/d/1DTRcBRNiLtZsCkvFSECGPwp2JQKY0r7Zmg064nWyo64/copy


直近 7 日と 30 日の売上を集計



集計をする元データ



集計後のデータ

商品コードごとに、直近 7 日と 30 日の売上を自動で算出



使用する関数

● UNIQUE：重複する値をユニーク（単一）にして表示する

● SUMIFS：指定した条件の合計を計算する

● TODAY：今日の日付を指定する

● IFERROR：もしエラーだった場合に、処理を分岐する



使用する関数

● UNIQUE：重複する値をユニーク（単一）にして表示する

● SUMIFS：指定した条件の合計を計算する

● TODAY：今日の日付を指定する

● IFERROR：もしエラーだった場合に、処理を分岐する



UNIQUE 関数

重複する値をユニーク（単一）にして表示します



UNIQUE 関数

「=UNIQUE(範囲指定)」　例では、C 列と D 列を指定



使用する関数

● UNIQUE：重複する値をユニーク（単一）にして表示する

● SUMIFS：指定した条件の合計を計算する

● TODAY：今日の日付を指定する

● IFERROR：もしエラーだった場合に、処理を分岐する



SUMIFS 関数

指定した条件を満たす数字を
合計することが可能。
たとえば、C2 セルは以下のよ
うに指定

● 商品コードが「tofu」
● 直近 7 日間

○ 日付が 5/11 以上



SUMIFS 関数

=SUMIFS(合計範囲,条件範囲1,条件1,条件範囲2,条件2)

=SUMIFS(売上計,商品コード,tofu,受注日,2022/5/11 以上)

=SUMIFS('TēPsから書き出すシート'!$E:$E,'TēPsから書き出すシート'!$C:$C,"="&$A2,'TēPsから書き出すシート'!$B:$B,">=2022/05/11")



使用する関数

● UNIQUE：重複する値をユニーク（単一）にして表示する

● SUMIFS：指定した条件の合計を計算する

● TODAY：今日の日付を指定する

● IFERROR：もしエラーだった場合に、処理を分岐する



TODAY 関数

今日の日付を指定します
関数内の日付指定に活用できます

=SUMIFS('TēPsから書き出すシート'!$E:$E,'TēPsから書き出すシート'!$C:$C,"="&$A2,'TēPsから書き出すシート'!$B:$B,">=2022/05/11")

=SUMIFS('TēPsから書き出すシート'!$E:$E,'TēPsから書き出すシート'!$C:$C,"="&$A2,'TēPsから書き出すシート'!$B:$B,">="&'日付自動計算シート'!$B$3)



使用する関数

● UNIQUE：重複する値をユニーク（単一）にして表示する

● SUMIFS：指定した条件の合計を計算する

● TODAY：今日の日付を指定する

● IFERROR：もしエラーだった場合に、処理を分岐する



IFERROR 関数

もしエラーだった場合に、処理を分岐する



IFERROR 関数

=IFERROR(エラーを判定したいセル,エラーだった場合の値)
=IFERROR(G18/C18,"")



店舗別の売上を集計



集計をする元データ

足りない情報を
関数で追加してから集計



集計後のデータ



集計後のデータ



集計後のデータ



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする

● YEAR：指定した日付の「年」を調べる

● MONTH：指定した日付の「月」を調べる

● DAY：指定した日付の「日」を調べる

● QUOTIENT：割り算の商を計算する

● WEEKDAY：日付に対する曜日を調べる

● EDATE：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

● VLOOKUP：キーとなる値を元に、別の値を探す
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TEXT 関数：セルの値を指定の書式に変換する

=TEXT(セル、”書式”)



TEXT 関数：セルの値を指定の書式に変換する

=TEXT(セル、”書式”)



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする
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IF 関数：条件分岐をする

=if(条件式,条件に一致する場合の処理,条件に一致しない場合の処理)



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする

● YEAR：指定した日付の「年」を調べる

● MONTH：指定した日付の「月」を調べる

● DAY：指定した日付の「日」を調べる

● QUOTIENT：割り算の商を計算する

● WEEKDAY：日付に対する曜日を調べる

● EDATE：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

● VLOOKUP：キーとなる値を元に、別の値を探す



YEAR / MONTH / DAY 関数

指定した日付の「年」「月」「日」を調べることができる
年の場合：=YEAR(日付)



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする

● YEAR：指定した日付の「年」を調べる

● MONTH：指定した日付の「月」を調べる

● DAY：指定した日付の「日」を調べる

● QUOTIENT：割り算の商を計算する

● WEEKDAY：日付に対する曜日を調べる

● EDATE：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

● VLOOKUP：キーとなる値を元に、別の値を探す



QUOTIENT 関数：割り算の商を計算する

=QUOTIENT(割られる数,割る数)



QUOTIENT 関数：割り算の商を計算する

その月の第何週目かを求めることができる



年・月や第何週目という情報があると・・・



SUMIFS と組み合わせて前年比の計算が可能

=SUMIFS(売上の列,年の列,2022,月の列,5,週の列,1)



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする

● YEAR：指定した日付の「年」を調べる

● MONTH：指定した日付の「月」を調べる

● DAY：指定した日付の「日」を調べる

● QUOTIENT：割り算の商を計算する

● WEEKDAY：日付に対する曜日を調べる

● EDATE：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

● VLOOKUP：キーとなる値を元に、別の値を探す



WEEKDAY 関数：日付に対する曜日を調べる

=WEEKDAY(日付,種類)



WEEKDAY 関数：日付に対する曜日を調べる

月曜日はじまりの週を調べることができる
=日付-WEEKDAY(日付,3)



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする

● YEAR：指定した日付の「年」を調べる

● MONTH：指定した日付の「月」を調べる

● DAY：指定した日付の「日」を調べる

● QUOTIENT：割り算の商を計算する

● WEEKDAY：日付に対する曜日を調べる

● EDATE：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

● VLOOKUP：キーとなる値を元に、別の値を探す



EDATE 関数：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

=EDATE(日付,数字)



EDATE 関数：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

=EDATE(日付,数字)



集計に必要な「日にち」情報は
あらかじめ別シートに用意すると便利



使用する関数

● TEXT：セルの値を指定の書式に変換する

● IF：条件分岐をする

● YEAR：指定した日付の「年」を調べる

● MONTH：指定した日付の「月」を調べる

● DAY：指定した日付の「日」を調べる

● QUOTIENT：割り算の商を計算する

● WEEKDAY：日付に対する曜日を調べる

● EDATE：指定した日付の 〇 ヶ月後を計算する

● VLOOKUP：キーとなる値を元に、別の値を探す



VLOOKUP 関数：キーとなる値を元に、別の値を探す

たとえば、店舗コードの横に対応する店舗名を入れることが可能



VLOOKUP 関数：キーとなる値を元に、別の値を探す

=VLOOKUP(検索する値,検索する範囲,列指定,false)

=VLOOKUP(1,’店舗マスタ!A:C’,3,false)



店舗別・ブランド別の売上を集計



集計をする元データ

足りない情報を
関数で追加してから

ピボットテーブルで集計



集計後のデータ



ピボットテーブル

指定した範囲のデータの行や列を自由に組み替えて集計することができる
フィルターで集計の範囲を自由に設定することも可能



ピボットテーブルの作り方



元データの取得方法



各ツールの管理画面からダウンロードし
Google スプレッドシートに貼り付け



TēPs を使用すると自動でデータの取得が可能

http://www.youtube.com/watch?v=-Ex9fIYeMq4


TēPs を使用するメリット

● 最短 15 分間隔で売上情報を自動取得

● クラウドで動くので、PC やブラウザの立ち上げ不要

● 常に最新の売上を把握可能

● 貼り付け間違いなどによる集計ミスが起こりにくい

● 売上レポート作成の属人化を防ぐ



TēPs で取得可能な売上・在庫データ

売上

● ネクストエンジン
● FBA 在庫出荷レポート
● Amazon 決済レポート(V2) 
● 楽天市場 RMS

在庫

● ネクストエンジン
● FBA 在庫管理レポート
● 楽天市場 RMS

※順次追加予定



TēPs（テープス）の概要



TēPs とは？

さまざまなサービスを繋いで 

業務効率化ツールを 

独自でつくれる 

EC 特化ノーコードクラウドサービス 



ノーコードツールとは？

プログラミングの知識不要で、

ノート（ブロック）を 

自由に組み合わせて、 

業務効率化ツールがつくれる 



連携できるサービス

● ネクストエンジン 
● 楽天市場 RMS 
● Amazon セラーセントラル 
● Amazon ベンダーセントラル 
● Google スプレッドシート
● Gmail 
● Google マップ
● Slack 
● Chatwork 
● LINE 



ノート（ブロック）=　TēPs でできること



活用事例：在庫が少なくなった商品を担当者に通知



ブログでその他の事例も紹介

https://teps.io/


